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コ
ラ
ム

竹富島の集落　なごみの塔から（沖縄県竹
たけ

富
とみ

町
ちょう

）

竹富島の北西部、かつて平家の落人、
赤山王が住んでいたという言い伝えが
残る赤山の丘。1953年、住民がこの丘
を公園にする際、鉄筋コンクリート構造
の物見台として建てたものが、なごみの
塔だ。サンゴ礁でできた全体が平坦な
島の中で、最も高い場所の１つであり、
重要伝統的建造物群保存地区に選定
された集落の赤瓦の家並みを一望する
絶好の観光名所。2006年3月27日に国
の登録有形文化財に登録されている。

写真キャプション

コ
ロ
ナ
は
収
束
す
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
、
国
内

外
の
動
き
が
活
発
化
す
る
中
で
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
霧
の
中
に
い
な
が
ら

も
、
暮
ら
し
や
経
済
を
通
常
に
戻
す
方
向
に
動
い
て

い
ま
す
。

「
ふ
つ
う
」
に
戻
る
と
は
、
一
体
何
が
普
通
だ
っ

た
の
か
ー
わ
ず
か
２
年
の
う
ち
に
よ
く
思
い
出
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
「
都
民
割
」
の
商
品
が
6
月
10
日

に
ス
タ
ー
ト
。
都
民
に
も
よ
う
や
く
恩
恵
が
受
け
ら

れ
る
時
が
き
た
か
と
販
売
開
始
と
同
時
に
ス
マ
ホ

で
予
約
を
と
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
サ
イ

ト
は
パ
ン
ク
し
て
全
く
つ
な
が
ら
ず
、
電
話
も
つ
な

が
ら
ず
、
第
１
弾
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
期
待
に
反
し
て
一
部
の
人
た
ち
だ

け
し
か
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。

最
近
登
場
す
る
商
品
の
ほ
と
ん
ど
は
I
T
を
駆
使

し
な
い
と
予
約
も
割
引
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
便
利

な
「
M
A
A
S
」
と
呼
ば
れ
、
交
通
や
観
光
等
の
情

報
を
一
元
的
に
提
供
す
る
等
の
次
世
代
の
サ
ー
ビ
ス

も
ア
プ
リ
を
活
用
で
き
な
い
と
恩
恵
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
I
T
を
使
い
こ
な
す
こ

と
が
必
須
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
環
境
に
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
人
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
効
率
化
を
進
め
る
中
で
、「
誰
１
人
取
り
残

さ
な
い
」
き
め
細
か
な
対
応
を
実
現
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

7
月
に
は
県
民
割
を
拡
大
し
た「
全
国
旅
行
支
援
」

が
始
ま
り
ま
す
。
関
係
事
業
者
や
自
治
体
、
ま
た
長

期
間
移
動
を
制
限
さ
れ
た
個
人
も
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
反
応
の
中
に
は
、
恩
恵
を
受
け

た
い
、
今
ま
で
行
動
を
抑
え
て
き
た
分
、
今
こ
そ
！

と
い
う
気
持
ち
と
と
も
に
、
ま
も
な
く
外
国
人
観
光

客
が
数
年
前
の
よ
う
に
大
勢
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
我
が
国
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
こ
の
数
か
月
し
か
な
い
と
漠
然
と
感
じ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年

は
不
自
由
を
感
じ
な
が
ら
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
魅

力
を
満
喫
し
、
お
も
て
な
し
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

地
域
の
方
々
は
、
た
だ
観
光
客
が
増
え
て
儲
か
れ

ば
い
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
持
続
可
能
な
自
治
体
の

活
力
に
結
び
つ
く
よ
う
な
お
迎
え
の
仕
方
や
魅
力
づ

く
り
を
是
非
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

観
光
を
応
援
す
る
際
に
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
地
球
温
暖
化

防
止
の
観
点
か
ら
マ
イ
カ
ー
抑
制
に
取
り
組
ん
で
何

年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
公
共
交
通
機
関
利
用
へ
シ
フ

ト
さ
せ
る
た
め
の
地
道
な
努
力
の
結
果
、
よ
う
や
く

鉄
道
や
バ
ス
へ
の
利
用
へ
進
ん
で
き
た
最
中
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
密
を
避
け
て
移
動
す
る
た
め
に
車
の

移
動
へ
あ
っ
と
い
う
間
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
と
に
中
山
間
部
や
地
方
部
で
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
自
分
で
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
も
移
動

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
公
共
交
通
機
関
の

充
実
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

移
動
も
「
誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
視
点

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

青あ
お

山や
ま

　
佳か

世よ

普
通
の
暮
ら
し
は
ど
ん
な
か
た
ち

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

及
び
実
行
計
画
」
に
つ
い
て
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

第
１
回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表
彰
授
与
式
の
開
催
と
受
賞
団
体
の
取
組
に
つ
い
て

　

～
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
を
通
じ
た
自
律
的
好
循
環
の
形
成
～
��
⑸

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
16
周
年 

　

全
国
町
村
会
都
市･

農
村
共
生
社
会
創
造
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
�
�
�
�
�
�
�
⑼

自
分
に
で
き
る
事
を
全
力
で
～
今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
村
長
像
を
目
指
し
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
東
京
都
利
島
村
長　

村
山　

将
人
�
⑾

政�

策

情�

報

政�

策

情�

報

随�

想
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予
算
編
成
、
昨
年
の
骨
太
も
踏
ま
え

予
算
編
成
、
昨
年
の
骨
太
も
踏
ま
え

昨
年
の
骨
太
方
針
に
は
、「
財
政
健
全

化
目
標
（
25
年
度
の
国
・
地
方
を
合
わ
せ

た
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
目
指
す
、
同
時
に
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
下
げ
を

目
指
す
）
を
堅
持
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
骨
太
方
針

は
「
財
政
健
全
化
の
『
旗
』
を
下
ろ
さ
ず
、

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
目
標
に
取
り
組

む
」
と
記
載
し
た
が
、「
Ｐ
Ｂ
」「
25
年
度
」

の
文
言
は
な
く
、「
目
標
を
堅
持
す
る
」

は
「
目
標
に
取
り
組
む
」
と
の
表
現
に
入

れ
替
わ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
現
行
の
目
標
年
度
に
よ
り
、

状
況
に
応
じ
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
選
択

肢
が
歪
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」と
強
調
。

「
状
況
に
応
じ
必
要
な
検
証
を
行
っ
て
い

く
」
と
も
言
及
し
、
目
標
の
年
限
先
送
り

に
含
み
を
残
し
た
。

ま
た
、
地
方
の
歳
出
の
目
安
と
し
て
昨

年
の
骨
太
方
針
に
記
載
さ
れ
て
い
た
、

「
地
方
の
歳
出
水
準
に
つ
い
て
は
、
国
の

一
般
歳
出
の
取
組
と
基
調
を
合
わ
せ
つ

つ
、
交
付
団
体
を
始
め
地
方
の
安
定
的
な

財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
の
総

額
に
つ
い
て
、
21
年
度
地
方
財
政
計
画
の

水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水

準
を
確
保
す
る
」
と
の
文
言
も
姿
を
消
し

た
。た

だ
、
今
回
の
骨
太
方
針
で
は
、
23
年

度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
と
し
て

「
本
方
針
及
び
骨
太
方
針
２
０
２
１
に
基

づ
き
、
経
済
・
財
政
一
体
改
革
を
着
実
に

推
進
す
る
」と
明
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
行
の
「
一
般
財
源
総
額
実
質
同
水
準

ル
ー
ル
」
は
、
23
年
度
予
算
編
成
で
も
引

き
続
き
担
保
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

人
へ
の
投
資
「

人
へ
の
投
資
「
４
０
０
０

４
０
０
０
億
円
」

億
円
」

骨
太
方
針
、
新
し
い
資
本
主
義
の
実
行

計
画
で
掲
げ
た
重
点
投
資
分
野
の
う
ち
、

人
へ
の
投
資
で
は
、
24
年
度
ま
で
の
３
年

間
に
「
４
、
０
０
０
億
円
規
模
の
予
算
を

投
入
す
る
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
講
じ
、
働

く
人
が
自
ら
の
意
思
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
成
長
分
野
へ
移
動
で

き
る
よ
う
強
力
に
支
援
す
る
」
と
打
ち
出

し
た
。
社
会
人
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び

直
し
）
や
兼
業
推
進
、
再
就
職
支
援
等
が

主
な
課
題
と
な
る
見
通
し
。
非
正
規
雇
用

を
含
む
約
１
０
０
万
人
を
支
援
対
象
と
想

定
し
た
。

多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
力
を
入
れ
る

こ
と
も
明
記
。国
家
公
務
員
に
関
し
て
は
、

「
既
存
業
務
の
廃
止
・
効
率
化
、
職
場
の

デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
、
勤
務
形
態
の
柔
軟

化
な
ど
を
通
じ
た
働
き
方
改
革
を
一
層
推

進
す
る
」
と
し
た
。
同
時
に
、「
採
用
試

験
の
受
験
者
拡
大
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
含

め
た
中
途
採
用
の
円
滑
化
、
リ
ス
キ
リ
ン

グ
な
ど
人
材
の
確
保
・
育
成
策
に
戦
略
的

に
取
り
組
む
」
と
の
方
針
も
示
し
た
。
地

政
府
は
６
月
７
日
、
２
０
２
２
年
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
（
骨
太
の
方
針
）」
を
閣
議
決
定
し
た
。
岸
田
文
雄
首
相
が
掲
げ
る
看
板

政
策
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
全
体
像
）
と
実
行
計

画
も
決
め
た
。
骨
太
方
針
、
実
行
計
画
と
も
に
、「
人
」「
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
新
規
創
業
）」「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）」「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）」
の
各
分
野
に
重
点
投
資
し
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
骨
太

方
針
で
は
、
国
と
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ
Ｂ
）
を
黒
字
化
す
る
目
標

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
25
年
度
」
と
し
て
い
た
年
限
の
明
記
が
見
送
ら
れ

た
。
地
方
の
一
般
財
源
総
額
に
関
し
て
は
、
23
年
度
予
算
編
成
で
も
21
年
度

地
方
財
政
計
画
と
実
質
同
水
準
が
維
持
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

政 策 解 説

「経済財政運営と改革の基本方針２０２２」「経済財政運営と改革の基本方針２０２２」
「新しい資本主義のグランドデザイン「新しい資本主義のグランドデザイン
及び実行計画」について及び実行計画」について
「人」「GX・DX」に重点投資「人」「GX・DX」に重点投資＝PB黒字化「２５年度」明記せず＝＝PB黒字化「２５年度」明記せず＝
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方
公
務
員
に
も
同
様
の
動
き
が
広
が
る
可

能
性
が
あ
る
。

働
く
人
の
賃
金
に
関
し
て
は
、
賃
上
げ

の
流
れ
を
「
中
小
企
業
に
広
げ
、
全
国
各

地
で
の
賃
上
げ
機
運
の
一
層
の
拡
大
を
図

る
」
と
の
方
向
性
を
示
し
、
最
低
賃
金
の

全
国
加
重
平
均
を
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に

１
、
０
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
目
標

を
掲
げ
た
。

個
人
金
融
資
産
に
つ
い
て
は
、「
政
策

を
総
動
員
し
、
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
の
シ
フ

ト
を
大
胆
・
抜
本
的
に
進
め
る
」
と
明
記
。

具
体
策
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資

非
課
税
制
度
）
の
拡
充
や
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）
制
度
の
改
革

を
検
討
す
る
と
盛
り
込
ん
だ
。
実
現
に
向

け
、
年
内
に
総
合
的
な
「
資
産
所
得
倍
増

プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
方
針
だ
。

「
脱
炭
素
」
へ
移
行
債

「
脱
炭
素
」
へ
移
行
債

「
Ｇ
Ｘ
」
へ
の
投
資
で
は
、
50
年
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
実
現
に

向
け
、
年
内
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ま
と
め

る
と
明
記
。
脱
炭
素
分
野
で
の
官
民
の
投

資
を
今
後
10
年
間
で
１
５
０
兆
円
超
と
す

る
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
の
呼
び
水
と
す
る

た
め
、
新
た
な
国
債
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債

（
仮
称
）」
を
発
行
し
、
20
兆
円
規
模
の
政

府
資
金
を
調
達
す
る
方
針
も
示
し
た
。

新
た
な
国
債
は
、
Ｇ
Ｘ
に
必
要
な
資
金

を
炭
素
税
等
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

（
炭
素
価
格
付
け
）
で
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
の
「
つ
な
ぎ
」
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。夏
に
官
邸
に「
Ｇ

Ｘ
実
行
会
議
」
を
新
た
に
設
置
し
、
具
体

的
な
仕
組
み
の
検
討
に
乗
り
出
す
。
年
内

に
結
論
を
ま
と
め
る
方
向
だ
。

「
Ｄ
Ｘ
」
の
関
連
で
は
、
22
年
度
末
に

ほ
ぼ
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

行
き
渡
ら
せ
る
政
府
目
標
の
実
現
を
目
指

し
、
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
高
め
る
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
利
便
性
向
上
等
、
個
人
や
法
人
の

税
務
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
手
続
き
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
も

盛
り
込
ん
だ
。

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向
け
て

は
、20
年
12
月
に
総
務
省
が
策
定
し
た「
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
改
定
す
る
と
記

述
。
金
子
恭
之
総
務
相
は
「
特
に
町
村
部

を
は
じ
め
小
規
模
団
体
に
お
い
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
が
課
題
と
認
識
し
て

い
る
」
と
話
し
て
お
り
、
人
材
確
保
へ
の

支
援
策
等
が
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
導
入
拡
大

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
導
入
拡
大

骨
太
方
針
で
は
、
新
し
い
資
本
主
義
の

実
現
を
目
指
す
た
め
の
重
点
投
資
分
野
を

挙
げ
る
と
同
時
に
、
民
間
の
力
を
活
用
し

た
社
会
問
題
解
決
に
向
け
た
取
組
や
、
一

極
集
中
か
ら
多
極
化
し
た
社
会
を
つ
く
り

地
域
を
活
性
化
す
る
改
革
の
方
向
性
等
に

つ
い
て
も
記
述
し
た
。

社
会
問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
策
と
し

て
挙
げ
た
の
は
、
公
共
施
設
等
の
整
備
・

運
営
に
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
の
推
進
だ
。

骨
太
方
針
決
定
に
先
立
ち
、
政
府
は
６
月

３
日
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
改
定
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
１
つ
で
あ

る
、「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
を
ス
タ

ジ
ア
ム
や
文
化
施
設
、
国
営
公
園
等
に
も

拡
大
し
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
、
国
や
自
治

体
に
公
共
施
設
の
所
有
権
を
残
し
つ
つ
、

運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
仕
組

み
。11
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
改
正
で
導
入
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
関
西
空
港
や
宮
城
県
の
上
下
水

道
事
業
等
で
活
用
さ
れ
た
。

新
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
22
年
度
か

ら
10
年
間
を
対
象
期
間
と
し
、
当
初
５
年

間
を
「
重
点
実
行
期
間
」
に
設
定
。
Ｐ
Ｐ

Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
契
約
を
締
結
し

た
事
業
か
ら
見
込
ま
れ
る
民
間
事
業
者
の

契
約
期
間
中
の
総
収
入
を
「
事
業
規
模
」

と
定
義
し
、
10
年
間
で
30
兆
円
と
す
る
目

標
を
掲
げ
た
。

ス
タ
ジ
ア
ム
関
連
で
は
、
千
葉
市
が
所

有
す
る
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
や
、
秋

田
県
新
体
育
館
等
の
全
国
約
20
カ
所
を
候

補
案
件
と
し
た
。
文
化
施
設
で
は
北
九
州

ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
等
の
約
10
カ
所
を
候
補

に
挙
げ
た
。

従
来
か
ら
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
活

用
し
て
き
た
分
野
で
も
取
組
を
加
速
。
水

道
事
業
は
、
宮
城
県
の
先
進
事
例
の
横
展

開
に
向
け
た
働
き
掛
け
を
強
化
す
る
。
下

水
道
は
、
先
行
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
浜

松
市
や
高
知
県
須
崎
市
等
を
支
援
す
る

ほ
か
、
神
奈
川
県
三
浦
市
の
着
実
な
事
業

開
始
を
後
押
し
し
て
い
く
方
針
を
示
し

た
。デ

ジ
タ
ル
田
園
で
新
フ
ァ
ン
ド

デ
ジ
タ
ル
田
園
で
新
フ
ァ
ン
ド

骨
太
方
針
で
は
、
岸
田
首
相
の
看
板
政

策
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
の
実
現
に
よ
っ
て
、
個
性
を
い
か
し

た
地
方
の
活
性
化
を
進
め
る
と
も
明
記
し

た
。
骨
太
方
針
と
新
し
い
資
本
主
義
の
実

行
計
画
と
同
じ
６
月
７
日
に
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
「
基
本
方
針
」
を

閣
議
決
定
し
、
取
組
に
当
た
っ
て
の
考
え

方
や
方
向
性
等
を
整
理
し
た
。

基
本
方
針
で
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
取
組
の
必
要
性
を
強
調
。
具
体
策
と

し
て
、
機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢
者

ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
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員
」を
22
年
度
中
に
２
万
人
以
上
確
保
し
、

支
援
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
。同

時
に
、
専
門
的
知
識
・
能
力
を
備
え
、

デ
ジ
タ
ル
実
装
に
よ
る
課
題
解
決
を
け
ん

引
す
る
人
材
を
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
人
材
」

と
位
置
付
け
、
育
成
・
確
保
し
て
い
く
方

針
も
記
し
た
。
24
年
度
末
ま
で
に
年
間
45

万
人
育
成
す
る
体
制
を
整
え
、
26
年
度
末

ま
で
に
２
３
０
万
人
の
育
成
を
目
指
す
。

財
政
面
で
は
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
を
、
新

た
に
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
」
と
し
て
位
置
付
け
、
地
方
の
活
性

化
に
向
け
た
支
援
を
進
め
る
と
し
た
。

地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
21
年
度

と
22
年
度
、地
方
財
政
計
画
の
歳
出
に「
地

域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
」と
し
て
各
２
、

０
０
０
億
円
を
計
上
し
た
こ
と
を
取
り
上

げ
、
23
年
度
以
降
も
「
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
を
通
じ
た
解
決
の
取

組
等
に
対
し
て
、
地
方
財
政
措
置
を
講
ず

る
」
と
し
た
。

骨
太
方
針
と
新
し
い
資
本
主
義
の
実
行

計
画
に
は
、「
計
画
的
な
地
方
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
実
装
の
た
め
、
意
欲
の
あ
る
基

礎
自
治
体
（
市
町
村
）
が
民
間
事
業
者
と

連
携
し
て
行
う
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
を

支
援
す
る
措
置
を
検
討
す
る
」
と
し
て
、

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現

フ
ァ
ン
ド
」
の
創
設
を
検
討
す
る
こ
と
も

盛
り
込
ん
だ
。
現
時
点
で
詳
細
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ァ
ン
ド
と
い
う

名
称
か
ら
、
複
数
年
に
わ
た
る
事
業
を
支

援
で
き
る
仕
組
み
が
想
定
さ
れ
る
。

国
・
地
方
「
役
割
明
確
化
へ
法
整
備
」

国
・
地
方
「
役
割
明
確
化
へ
法
整
備
」

骨
太
方
針
で
は
、
国
と
地
方
の
新
た
な

役
割
分
担
に
関
し
て
も
記
述
し
た
。
コ
ロ

ナ
後
を
見
据
え
た
国
と
地
方
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
地
方
制
度
調
査
会
（
首
相
の
諮

問
機
関
）
で
１
月
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
総
務
省
が
「
自

治
体
間
の
役
割
分
担
や
連
携
の
在
り
方

を
明
確
化
す
る
観
点
か
ら
、
法
整
備
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
を
進
め
る
」
と
記

し
た
。

各
種
の
計
画
策
定
が
法
令
上
義
務
化
さ

れ
、
自
治
体
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
に
も
触
れ
、
国
が

新
た
な
計
画
策
定
を
義
務
付
け
る
場
合

は
「
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
」
と
明

記
し
た
。
さ
ら
に
、
計
画
策
定
が
努
力
義

務
の
場
合
で
あ
っ
て
も
「
地
方
の
自
主
性

及
び
自
立
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
で

き
る
限
り
新
設
し
な
い
よ
う
に
す
る
」
と

し
た
。

コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
行
わ
れ
た
国
か
ら

地
方
へ
の
財
政
支
援
に
関
し
て
は
、「
そ

の
内
容
と
成
果
の
見
え
る
化
を
実
施
し
た

う
え
で
、成
果
と
課
題
の
検
証
を
進
め
る
」

と
強
調
。
そ
の
う
え
で
、「
感
染
収
束
後
、

早
期
に
地
方
財
政
の
歳
出
構
造
を
平
時
に

戻
す
」
と
の
方
針
を
示
し
た
。
財
務
省
は

か
ね
て
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
見
直
し
等
に
意
欲
を
示

し
て
お
り
、感
染
収
束
が
順
調
に
進
め
ば
、

23
年
度
予
算
編
成
の
論
点
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

村
山　

洋
輔
）

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

大
分
県
町
村
会
は
令
和
４
年
５
月
23
日

の
理
事
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し

た
。�

（
５
月
24
日
就
任
）

大
分
県
町
村
会
長

速は
や

見み

郡
日ひ

出じ

町
長

本ほ
ん 

田だ

　
博ひ
ろ 

文ふ
み

昭
和
28
年
７
月
14
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
２
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

昭
和
55
年
４
月
大
分
県
庁
入
庁
▽
平
成
20

年
４
月
大
分
県
税
務
課
長
▽
平
成
24
年
４

月
大
分
県
税
事
務
所
長
▽
平
成
25
年
３
月

大
分
県
庁
退
職
▽
平
成
25
年
４
月（
公
財
）

大
分
県
奨
学
会
常
務
理
事
▽
平
成
28
年
３

月
大
分
県
奨
学
会
退
職
▽
平
成
28
年
９
月

日
出
町
長
就
任

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
28
年
９

月
理
事
▽
平
成
28
年
11
月
監
事
▽
平
成
30

年
２
月
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
（
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
拡
充
や
給

付
型
奨
学
金
の
創
設
等
）
▽
㈱
サ
ン
リ
オ

と
連
携
し
た
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業（
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
く
ら
す
ま
ち
ひ
じ
）

▽
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
や
パ
ス
ス
ル
ー
方
式

を
採
用
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

▽
撤
退
し
た
工
場
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
▽

ル
ー
ト
イ
ン
ホ
テ
ル
誘
致

【
趣
味
】
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

【
家
族
】
妻

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
７
月
11
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
０
６
号
は
７
月
18
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

前
回
（
２
０
２
１
年
12
月
13
日
発
行
・
３

１
８
３
号
）「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表

彰
の
創
設
と
公
募
開
始
に
つ
い
て
」
で
掲
載

し
ま
し
た
第
１
回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融

表
彰
に
つ
い
て
、
２
０
２
２
年
3
月
14
日
に

地
方
創
生
担
当
大
臣
に
よ
る
表
彰
授
与
式
を

開
催
し
、
５
件
26
団
体
の
地
方
公
共
団
体
及

び
地
域
金
融
機
関
等
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

２２　　

��

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の��

政
策
的
位
置
づ
け

政
策
的
位
置
づ
け

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable D
evelop-

m
ent G

oals

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

は
、
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
全
加
盟
国
が
合
意
し
た
世
界
共
通
の
目
標

で
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
は
、
そ
の
達
成
に

向
け
た
中
長
期
的
戦
略
と
し
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
施
指
針
」（
平
成
28
年
12
月
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
本
部
決
定
、
令
和
元
年
12
月
一
部
改
訂
）

を
策
定
し
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
方

針
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

は
、各
府
省
の
具
体
的
政
策
を
ま
と
め
た「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２
」（
令

和
３
年
12
月
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
決
定
）
に

お
い
て
、
政
府
の
８
つ
の
優
先
課
題
の
１
つ

「
繁
栄
：
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
の
中
で
、

「
地
域
活
性
化
」
に
向
け
た
取
組
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
」

に
つ
い
て
は
、「
自
律
的
好
循
環
の
形
成
等

の
取
組
を
表
彰
制
度
等
に
よ
り
促
進
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
は
、
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
２
０
２
０
改
訂
版
）

（
令
和
２
年
12
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
⼒
と
し
た
地
方
創
生
に
向

け
た
取
組
（
以
下
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」）

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
２
０
２
４
年
度
ま

で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
自
治
体
の
数
を

全
国
の
60
％
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ

て
お
り
（
２
０
２
１
年
度
時
点
52
・
1
％
）、

第１回地方創生SDGs金融表彰第１回地方創生SDGs金融表彰
授与式の開催と受賞団体の取組について授与式の開催と受賞団体の取組について

～持続可能なまちづくりに向けた～持続可能なまちづくりに向けた
地方創生SDGs金融を通じた自律的好循環の形成～地方創生SDGs金融を通じた自律的好循環の形成～

内閣府地方創生推進事務局 SDGs・環境・モデルケース内閣府地方創生推進事務局 SDGs・環境・モデルケース
主査　木下　光一主査　木下　光一

0

フェーズ１ 地域事業者のＳＤＧｓ達
成に向けた取組の見える化
• 「登録・認証制度」を構築し、地域事業者
等のSDGs達成に向けた取組を見える化

• 幅広い地域事業者の参画を促し、SDGs
達成に取り組む主体のすそ野を拡大

フェーズ３ ＳＤＧｓを通じた地域金
融機関等と機関投資家・大手銀行・証
券会社等の連携促進
• フェーズ２の実践を通じて、地方公共団体
と地域金融機関の連携した支援スキーム
を政府が表彰する制度を創設

• 機関投資家等と地域金融機関の協調・
協業を推進

 「地方創生SDGs金融」 とは、地域におけるSDGsの達成や地域課題の解決に取り組む地域事業者を金融面（投融資だ
けでなくコンサルティング等の非金融サービスなども含む）から支援することによって、地域における資金の還流と再投資
（「自律的好循環」の形成）を促進する施策である。

 2020年10月に『地方創生SDGs登録認証等制度ガイドライン』を策定し、地域事業者のSDGs達成に向けた取組の「見
える化」を通じて、「自律的好循環」の形成を推進している。

 2021年11月には、持続可能なまちづくりの実現に向けて、地方公共団体と地域金融機関等が連携して地域課題の解決
やＳＤＧｓの達成に取り組む地域事業者を支援する取組を促進する観点から、内閣府特命担当大臣（地方創生）が
表彰する「地方創生ＳＤＧｓ金融表彰」を創設した。

フェーズ２ ＳＤＧｓを通じた地域金
融機関と地域事業者の連携促進
• 地域金融機関がモニタリング、フォローアップを
実施し、与信先企業の育成・成長に貢献

• モニタリングを通じて得られた知見で自らの
目利き力やコンサルティング能力等の強化

地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自律的好循環の形成
【図１】地方創生SDGs 金融を通じた自律的好循環の形成

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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外
部
有
識
者
に
よ
る
書
面
審
査
及
び
ヒ
ア
リ

ン
グ
審
査
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
、
５

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
促
進
活
動
の

展
開
」、「
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
例
の
形
成
」、「
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
民
間
参
画
の
促
進
」、

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
や
地
域
に
お
け

る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
の
推
進
」
を
主
な
施
策
と
し

て
い
ま
す
。

特
に
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
は
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
地
域
事
業
者
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
を

行
う
地
域
金
融
機
関
を
地
方
公
共
団
体
が
つ

な
ぎ
、
地
域
に
お
け
る
資
金
の
還
流
と
再
投

資
を
生
み
出
し
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
関
わ
る
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融

を
通
じ
た
自
律
的
好
循
環
の
形
成
」
を
目
指

す
取
組
で
す
。

３３　　

��

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
の

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
の��

推
進
推
進

内
閣
府
は
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
を

通
じ
た
自
律
的
好
循
環
の
形
成
の
実
現
に
向

け
、
２
０
２
０
年
10
月
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極

的
に
取
り
組
む
地
域
事
業
者
等
を
「
見
え
る

化
」
す
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体
の
た
め

の
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
・
認
証
等
制
度

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
３
月
時
点
で
は
、
52

の
地
方
公
共
団
体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
認
証
等

制
度
を
構
築
し
て
お
り
、
取
組
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

４４　　

��

第第
１１
回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ��

金
融
表
彰

金
融
表
彰

２
０
２
１
年
11
月
、
地
域
事
業
者
と
連
携

し
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
地
方

公
共
団
体
」
と
、
地
域
事
業
者
に
対
す
る
資

金
面
や
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
向
け
た
経
営
指
導

等
の
支
援
能
⼒
を
有
す
る「
地
域
金
融
機
関
」

に
よ
る
連
携
支
援
の
取
組
を
促
進
す
る
た

め
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）

が
表
彰
す
る
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表

彰
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

全
国
よ
り
59
件
の
地
方
公
共
団
体
と
地
域

金
融
機
関
の
連
名
に
よ
る
応
募
が
あ
り
、
各

地
域
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
と
地
域
金
融

機
関
の
協
働
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
事
業
者

へ
の
具
体
的
な
支
援
策
の
拡
大
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
登
録
認
証
制
度
等

を
活
用
し
た
官
民
協
働
に
よ
る
地
域
事
業
者

へ
の
金
利
優
遇
や
融
資
商
品
の
提
供
等
の
金

融
支
援
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
経
営

指
導
等
の
非
金
融
面
で
の
支
援
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
資
金
循
環
を
促
進
す
る
取
組

等
、
地
域
の
特
性
や
状
況
を
踏
ま
え
た
多
様

な
取
組
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
他
方
、
地
域
事

業
者
等
へ
の
具
体
的
な
支
援
を
含
ま
な
い
取

組
や
自
律
的
好
循
環
（
資
金
の
還
流
と
再
投

資
）
の
形
成
へ
の
効
果
が
不
明
確
な
取
組
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
課
題
を
把
握
、
分
析

し
、
解
決
に
向
け
て
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
役
割
を
明
確
に
し
、
的
確
に
協
働
す
る
こ

と
が
、
さ
ら
な
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
す
。

表
彰
の
選
定
に
際
し
て
は
、
汎
用
性
、
官

民
協
働
、
実
効
性
、
持
続
性
、
透
明
性
、
独

自
性
、
成
果
、
影
響
を
評
価
項
目
と
し
て
、

1

３つの制度モデル

• 2020年10月に、地方創生ＳＤＧｓ金融調査・検討会（座長：村上周三一般財団法人建築環境・省エネルギー機構理事
長）において、地方創生ＳＤＧｓに積極的に取り組む事業者等を「見える化」する仕組みづくりを支援するための「地方公共団体
のための地方創生ＳＤＧｓ登録・認証等制度ガイドライン」を取りまとめ、公表した。

• 第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」のＫＰＩ（地方創生ＳＤＧｓ金融に取り組む地方公共団体：100団体（2020年か
ら2024年度累計））の達成等に向けて、取組の普及展開を行う。

宣言
登録

認証

制度の段階等に応じた３つの制度モデルを提示し、それぞれの
制度モデルについて、制度構築に当たってのプロセス及び設定
が想定される要件等を例示

ガイドラインの特徴・ねらい

地方公共団体は制度モデル等を参考に、制度の構築段階から
地域金融機関等の様々なステークホルダーと連携し、制度内
容等を検討

ガイドラインの目的
・ＳＤＧｓを通じた地域課題等の解決に関する取組・事業によって得られた
収益が、地域に還流・再投資される「自律的好循環」を形成するために、
地方創生ＳＤＧｓに積極的に取り組む地域事業者等を「見える化」する制
度の構築を促すもの
・地方公共団体が中心となって、地域金融機関等の地域の様々なステークホ
ルダーと連携しながら制度を構築・運営するための支援ツール

以下項目等を、それぞれの制度モデルごとに例示
〇制度の目的
〇制度によるメリット
・地域金融機関等からの支援
・地方公共団体からの支援
・地域事業者等の事業等運営上のメリット
〇制度構築のプロセス
〇登録・認証等に当たって必要となる要件

見える化

登録認証等制度の構築状況

掲載URL: https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/sdgs_kinyu2.html

地方創生ＳＤＧｓ登録・認証等制度ガイドラインについて

宣言制度 登録制度 認証制度 合計
１４自治体 ３６自治体 ２自治体 ５２自治体

登録認証等制度を構築している自治体数 ※令和4年3月１日現在（内閣府に報告があったものに限る）

【図２】地方創生SDGs 登録・認証等制度ガイドライン

• 2021年11月、内閣府は、持続可能なまちづくりの実現に向けて、地方公共団体と地域金融機関
等が連携して、地域課題の解決やＳＤＧｓの達成に取り組む地域事業者を支援する取組を促進
する観点から、内閣府特命担当大臣（地方創生）が表彰する「地方創生ＳＤＧｓ金融表彰」を
創設しました。

• 「地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自律的好循環の形成」に資する先進的なベストプラクティスを表
彰、公表することで、更なる実効性の高い支援スキームの普及展開を目的とする。

連携支援スキーム表彰

地方創生ＳＤＧｓ金融表彰のスキーム

地方公共団体等

地域金融機関 等

地域事業者
• 地域課題を熟知
• 総合計画等を通じた地域づくり

• ビジネス支援のノウハウ
• 金融面での支援機能

• ＳＤＧｓの達成
• 地域課題の解決

 地方公共団体 等

・登録認証等制度 等
（地域事業者「見える化」）

 地域金融機関 等

・資金支援/非金融支援

（経済・社会・環境面におけるインパクト創出）

連携

支援

【収益・雇用の拡大】
地方創生の実現

地方公共団体と地域金融機関が連携した支援

地方創生ＳＤＧｓ金融表彰の創設

第１回地方創生ＳＤＧｓ金融表彰スケジュール
① 公募期間：2021年11月30日（火） ～ 2022年1月21日（金）
② １次選考：2022年1月26日（水） ～ １月28日（金）
③ ２次選考：2022年2月14日（月）
④ 表彰式 ：2022年3月14日（月）

【図３】地方創生SDGs 金融表彰の創設

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

政　策

2022年（令和 4年） 7月 4日　6第3205号

p05-08 3205 政策_SDGs本文13Q.indd   6p05-08 3205 政策_SDGs本文13Q.indd   6 2022/07/04   9:08:082022/07/04   9:08:08



外
部
有
識
者
に
よ
る
書
面
審
査
及
び
ヒ
ア
リ

ン
グ
審
査
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
、
５

件
26
団
体
を
受
賞
団
体
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。

受
賞
団
体
の
う
ち
、
鳥
取
県
日
南
町
／
株

式
会
社
山
陰
合
同
銀
行
の
取
組
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

企
業
と
連
携
し
、
持
続
可
能
な
森
林

企
業
と
連
携
し
、
持
続
可
能
な
森
林

づ
く
り
へ

づ
く
り
へ

日
南
町
で
は
、
町
面
積
の
９
割
を
占
め
る

豊
か
な
森
林
を
地
域
固
有
の
資
源
と
捉
え
、

低
炭
素
社
会
実
現
へ
向
け
た
脱
炭
素
化
に
取

り
組
む
企
業
の
環
境
意
識
の
醸
成
と
実
行
支

援
、
持
続
可
能
な
森
林
整
備
へ
の
財
源
確
保

を
目
的
と
し
て
、
町
有
林
の
一
部
を
対
象
に

６
、６
０
４
ｔ
の
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
取
得
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
脱
炭
素
と
い
っ
た
環
境

意
識
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
い
っ
た

企
業
の
意
識
変
化
も
追
い
風
と
な
り
、
２
０

２
１
年
度
単
年
で
１
０
０
社
を
超
え
る
企
業

か
ら
約
１
、
７
０
０
万
円
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
企
業
と
の
仲
介

は
、
地
元
企
業
と
結
び
つ
き
の
強
い
地
域
金

融
機
関
が
行
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
山
陰

合
同
銀
行
と
は
、
ご
仲
介
の
ス
キ
ー
ム
で
あ

る
Ｊ

－
ク
レ
ジ
ッ
ト
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
制
度
の
創
設
や
、
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
購

入
企
業
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
修
の
実
施
等
、
圏

域
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
社
会
の
実

現
へ
向
け
た
取
組
を
協
働
し
て
お
り
、
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
希
望
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
域

金
融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
販
売
戦
略

は
、
全
国
の
優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、
現
在
で
は
鳥
取
銀
行
、
米
子
信
用
金

庫
、
第
一
生
命
保
険
鳥
取
支
社
も
仲
介
業
と

し
て
参
画
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
制
度
を
立
案
し
、
圏
域
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
経
営
の
推
進
を
図
る
山
陰
合

同
銀
行
地
域
振
興
部
調
査
役
の
井
上
光
悦
さ

ん
は
「
弊
行
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
の

推
進
に
よ
り
、
地
元
企
業
等
の
皆
さ
ま
に
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
へ
の
取
組
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
日
南
町
と

の
連
携
に
よ
る
成
果
は
、
企
業
が
抱
え
る
脱

炭
素
経
営
に
向
け
て
何
に
取
り
組
め
ば
よ
い

か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
１
つ
の
答
え
を
提

示
す
る
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
目
標
を
掲
げ
る
ほ
か
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
取
組
と
し
て
、

多
く
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。」
と
話
し
ま
す
。

Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
単
価
は
、
本
町

で
は
８
、０
０
０
円
／
ｔ
（
ト
ン
）
で
販
売
。

当
初
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
を
町
の
一

般
財
源
に
組
み
入
れ
、
森
林
保
全
の
た
め
の

財
源
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９

年
度
、
好
調
な
販
売
実
績
を
も
と
に
「
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
基
金
」
を
創
設
し
、
計
画
的
な

財
源
活
用
も
可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、
購
入
企

業
に
対
し
て
、
森
林
保
全
の
た
め
の
財
源
で

あ
る
旨
の
説
明
が
、
よ
り
明
確
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

販
売
収
益
は
、
循
環
型
森
林
の
実
現
を
目
指

す
べ
く
、
町
内
の
民
有
林
も
含
め
た
新
植
の

財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

日
本
の

日
本
の
3030
年
先
を
見
据
え
た
持
続
可

年
先
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り

能
な
ま
ち
づ
く
り

日
南
町
で
は
、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す

る
た
め
、
全
国
初
の
町
営
で
の
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
を
２
０
１
９
年
４
月
に
開
校
。
こ
の
ア

カ
デ
ミ
ー
の
特
徴
は
、
学
生
を
全
国
か
ら
募

集
し
、
就
職
先
を
町
内
に
限
定
し
て
い
な
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

全
国
の
林
業
事
業
体
で
人
材
が
不
足
し
、
経

営
が
継
続
で
き
な
い
事
例
も
多
く
、
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
日
南
町
で
学
ん
だ

こ
と
を
全
国
に
持
ち
帰
り
、
各
々
の
地
域
の

フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
日
本

林
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い

も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
を
基
軸
と
し
た
「
第
一
次
産
業
を
元
気

に
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
に
ち
な
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
３
０
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
に
選
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日

本
が
直
面
す
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ

た
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
日
南
町
の
取
組
が

「
日
本
の
30
年
後
の
姿
を
創
る
」
と
い
う
自
負

を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
産
学

鳥
取
県
日
南
町
・
山
陰
合
同
銀
行

鳥
取
県
日
南
町
・
山
陰
合
同
銀
行

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
で
地
域
事
業
者
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
後
押
し

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
で
地
域
事
業
者
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
後
押
し

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
挑
戦

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
挑
戦
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５５　　

��

第第
２２
回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金

回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金

融
表
彰
の
公
募
に
向
け
て

融
表
彰
の
公
募
に
向
け
て

第
２
回
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表
彰
の

公
募
開
始
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年
10
月

１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
は
公
募
開
始
前
の
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
、
内
閣
府
に
よ
る
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
金
融
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
第
１
回
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表
彰
の
受
賞
団
体
か

ら
の
事
例
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞

団
体
の
取
組
を
参
考
に
、
地
域
の
特
性
や
実

情
を
踏
ま
え
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
取
り
組
む
べ

き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
検
討
し
、
さ
ら
に
支
援
を

通
じ
た
目
指
す
べ
き
具
体
的
な
成
果
や
影

響
・
変
化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
カ
ム
）

を
明
確
に
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
第
２
回
表
彰
に
応
募
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
表
彰
制
度
を
通
じ
て
、
地
方
公
共
団
体

等
と
地
域
金
融
機
関
の
対
話
や
協
働
が
深
ま

り
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
、
創
意
工

夫
に
富
ん
だ
具
体
的
な
取
組
が
拡
大
・
深
化

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
参
考

●�

第
１
回「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表
彰
」

に
つ
い
て

　

 https://w
w

w
.chisou.go.jp/tiiki/ 

kankyo/sdgs_financeaw
ard2021. 

htm
l

●�

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
を
通
じ
た
自

律
的
好
循
環
形
成
に
向
け
て
」

 　
 https://w

w
w

.chisou.go.jp/tiiki/
kankyo/kaigi/pdf/sdgs_finance.
pdf

●�

「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
登
録
・
認
証
制
度

等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
２
０
２
０
年
度
【
第

一
版
】

　

 https://w
w

w
.chisou.go.jp/tiiki/

k
a

n
k

y
o

/
k

a
ig

i/
p

d
f/

s
d

g
s

_
finance_guideline.pdf

▼ 

問
合
せ
先
：
内
閣
府
地
方
創
生
推
進 

 

事
務
局
（
０
３―

５
５
１
０―

２
１
７
５
）

第１回地方創生SDGs金融表彰 受賞団体一覧
団体名

概要
代表地方公共団体等 代表地域金融機関等 協働応募先

神奈川県横浜市 ヨコハマ
デザインセンター

神奈川銀行
かながわ信用金庫
川崎信用金庫
三井住友銀行
三菱 銀行
横浜銀行

横浜市信用保証協会
横浜信用金庫

公益財団法人横浜企業経営支援財団
三井住友ファイナンス＆リース
三井住友海上火災保険

横浜市 認証制度 及び
金融タスクフォースの運用を通じた
自律的好循環の形成

静岡県御前崎市 島田掛川信用金庫
静岡県牧之原市
静岡県藤枝市

静岡県榛原郡川根本町
静岡県榛原郡吉田町

地元企業と学生を行政と金融機関が繋ぐ
「Ｕターン・地元就職応援プロジェクト」

鳥取県 山陰合同銀行 鳥取銀行 　　　　「知る」から「パートナーシップ」まで︓
リトルで利取る鳥取県版 パッケージ支援

鳥取県日南町 山陰合同銀行 ｓ・脱炭素で地域事業者のサステナブル経営を後押しする
未来都市の挑戦

長野県 上田信用金庫
事業者に「気づき」を与え、

共に持続可能な地域社会を目指す融資商品
「 サポートローン」

※50音順（代表地方公共団体名）で掲載させていただいております。

金
官
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な
経
済
循
環
を
促

す
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
日
南
町
役
場

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
農
林

課
主
任
の
荒
金
太
郎
さ
ん
は
「
森
林
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
は
、
２
０
５
０
年
脱
炭
素
社

会
の
実
現
へ
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
日
南
町
の
財
産
で
あ
る
森
林
を
資

源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、持
続
可
能
な
“
循

環
型
”
の
林
業
施
策
に
取
り
組
み
、
中
山
間

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
金
融

機
関
の
役
割
は
大
き
く
、
今
後
、
企
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
支
援
と
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

地
域
課
題
を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
検
討
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
自
律
的
好
循
環
を
実
現
す
る
新

ス
キ
ー
ム
・
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【図４】受賞団体（5件 26団体）一覧
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中山間地域フォーラム設立16周年中山間地域フォーラム設立16周年
全国町村会都市･農村共生社会創造全国町村会都市･農村共生社会創造

　合同シンポジウムを開催　合同シンポジウムを開催
テーマ 

▲  

新しい中山間地域を考える－地域からの提案－

日 時  2022年７月2３日 （土） １３：00～１６：４5
会 場  全国町村会館２F　 ホール （東京都千代田区永田町1-11-35）
共 催  特定非営利活動法人中山間地域フォーラム、全国町村会
協 力  一般社団法人 農山漁村文化協会 （農文協）
形 式  ①会場参加 （定員80名） ②Web参加 無料

プ ロ グ ラ ム

13：00　開会　挨拶� 全国町村会　事務総長　武居�丈二

 PART-Ⅰ 新しい中山間地域への接近－何が論点か－ 
13：10 ～ 13：40� 農村からの発言－何が変わりつつあるか－� 特定非営利活動法人地域づくり　事務局長　多田�朋孔�氏�
13：40 ～ 14：10� 国土計画の視点－８つの論点－� 国土交通省国土政策局総合計画課　国土政策企画官　小田桐�俊宏�氏
14：10 ～ 14：25� ＜私のコメント＞　何が論点か ？� 明治大学　小田切�徳美�氏

 PART-Ⅱ 新しい中山間地域をめぐる２つのテーマ 
14：35 ～ 14：55� ゼロカーボンと地域　①西粟倉村のゼロカーボン政策� 西粟倉村�地方創生特任参事　上山�隆浩�氏
14：55 ～ 15：10� ②＜私のコメント＞ゼロカーボンの論点�� 事業構想大学院大学　重藤�さわ子�氏
15：10 ～ 15：30� デジタル化と地域　①神石高原町のDX戦略（仮題）� 広島県神石高原町　町長　入江�嘉則�氏
15：30 ～ 15：45� ②＜私のコメント＞地域におけるDXの意味　�� �全国町村会　事務総長　武居�丈二�氏

パネルディスカッション 地域からの提案－新しい中山間地域へ－
15：55 ～ 16：45� コーディネーター� 東京大学　竹田�麻里�氏
��　　� パネリスト� ①多田�朋孔�氏　②上山�隆浩�氏　③入江�嘉則�氏
16：45　閉会挨拶� 特定非営利活動法人　中山間地域フォーラム　会長　生源寺�眞一

申込方法 �以下の内容をご記載のうえ、メールにてお申込みください
⃝�件名：シンポジウム申込
⃝�本文記載内容
　　①参加方法：会場参加　または　WEB参加（★どちらかをご記入ください）
　　②氏名　�③所属または職業　�④居住地または勤務先都道府県名　�⑤E-mail　�⑥電話番号　
◆�送付先� keinou＠zck.or.jp��全国町村会シンポ担当あて
◆�受付方法� �お申し込み後、会場参加の方はご参加の可否についてメールにて返信いたします。�

WEB参加の方は受付メール返信後、開催１週間程度前に視聴用アドレスをお知らせいたします。
� 全国町村会経済農林部　�keinou@zck.or.jp　�Tel．03（3581）0485　�Fax．03（3580）5955�
� 〒100-0014　東京都千代田区永田町1-11-35

お問合せ
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集合形式の研修・セミナーを実施します！

JFM地方財政セミナー・JFM地方公営企業セミナー

資金調達・資金運用に関する研修

①JFM地方財政セミナー

②JFM地方公営企業セミナー

日帰り

宿泊型

　地方支援業務のメニューの１つとして、金融や地方財政に関する各種の研修・セミナーを実施しています。専門的な
知識の習得、最新の動向の把握等、ニーズに応じてぜひ積極的にご活用ください。

　地方財政や地方公営企業に係る関心の高いテーマについて、国における最新の動向や、
先進的な取組事例を紹介します。

資金調達・資金運用に初めて携わる職員を対象とした
研修を実施します。

資金調達・資金運用に関する専門知識の習得を目的とした宿泊型専門研修を実施します。

実務担当者の
生の声が聞ける！

ファイナンスアドバイザー
から直接学べる！

グループワークや演習で
新たな視点を獲得！

開催日（予定） 場所 講義プログラム（予定）

令和４年
８月24日（水）

東京会場
（ルポール麹町）

○「地方公会計の推進と公共施設等の適正管理について」� 総務省自治財政局財務調査課
○先進的な取組事例「公会計の活用について」� 熊本県宇城市
○先進的な取組事例「公共施設の適正管理について（仮）」� 岩手県盛岡市

開催日（予定） 場所 講義プログラム（予定）

令和４年
７月26日（火）

大阪会場
（メルパルク大阪）

○「地方公営企業等の現状と課題」� 総務省自治財政局公営企業課
○先進的な取組事例「水道事業の広域化と基盤強化」� 岩手中部水道企業団
○有識者による先進的な取組事例の紹介
　「公営企業会計適用の意義と活用法～経営を見える化して改革」

北海道大学大学院公共政策学研究センター�研究員　遠藤誠作氏

研修名 開催日（予定） 場所 講義プログラム

資金調達入門研修

令和４年
８月４日（木）

大阪会場
（TKPガーデンシティ大阪梅田） 制度編

金融編
経済編令和４年

８月25日（木）
東京会場

（JA共済ビル）

資金運用入門研修

令和４年
８月５日（金）

大阪会場
（TKPガーデンシティ大阪梅田） 資金運用のリスクと管理

（理論編・実践編）、銀行を理解しよう令和４年
８月26日（金）

東京会場
（JA共済ビル）

研修名 開催日（予定） 場所 講義プログラム

自治体ファイナンス
基礎講座

令和４年９月
20日（火）～22日（木）

市町村職員中央研修所
（JAMP：千葉県）

資金調達入門研修、資金運用入門研修、資金調
達・運用に関する取り組み（事例発表）、グル
ープ討議、演習など

地方公共団体金融機構　研修 検�索
https://www.jfm.go.jp/support/development/training/index.html

●�新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止の対策として開催を
中止する場合があります。最新の情報は機構HPでご確認ください。
●�お申し込みは機構HP（宿泊型専門研修はJAMPのHP）で受け付け
ています。

☎　調査企画課：� 03-3539-2676
☎　ファイナンス支援課：�03-3539-2677
✉　chihoushien@jfm.go.jp（共通）

お知らせ お問い合わせ先
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3205号

「
今
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ
の
村
長
像
」

と
は
？
…
見
る
方
が
み
る
と
少
し
驚
き
、

戸
惑
う
フ
レ
ー
ズ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
過
去
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
若

者
」
に
村
長
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
こ
と
は
、
村
民
は
何
か
し
ら
の
変
化
を

求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
て

い
ま
す
。変
換
期
に
あ
る
現
在
の
利
島
村
、

ま
だ
42
歳
と
い
う
若
さ
を
活
か
し
、
で
き

る
こ
と
を
少
し
ず
つ
試
し
な
が
ら
、
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
の
精
神
で
村
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

利
島
村
は
東
京
都
の
自
治
体
の
一
部

で
、
東
京
か
ら
南
へ
お
よ
そ
１
４
０
㎞
の

太
平
洋
上
に
あ
り
、
入
江
も
風
・
波
を
遮

る
岬
も
な
い
、
本
土
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
孤

立
型
離
島
で
す
。
令
和
２
年
10
月
１
日
時

点
で
、
人
口
は
お
よ
そ
３
０
０
人
と
全
国

１
７
４
１
の
基
礎
自
治
体
の
中
で
も
１
７

３
６
位
の
小
さ
な
村
で
す
。
面
積
も
４
・

12
㎢
と
１
７
３
１
位
の
小
さ
な
島
で
す
。

伊
豆
大
島
の
1
つ
先
の
島
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
交
通
手
段
と
し
て
、
海
路
で
は

東
京
竹
芝
桟
橋
よ
り
大
型
客
船
で
お
よ
そ

９
時
間
、
高
速
船
で
２
時
間
45
分
、
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
で
は
伊
豆
下
田
港
ま
で
１
時
間

40
分
（
神
津
島
回
り
だ
と
５
時
間
10
分
）

掛
か
り
ま
す
。
空
路
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
定
期
便
が
１
日
１
便
就
航
し
て
お
り
、

隣
島
の
大
島
ま
で
お
よ
そ
10
分
（
大
島
か

ら
東
京
都
調
布
市
に
あ
る
調
布
飛
行
場
ま

で
お
よ
そ
25
分
）
と
、
ア
ク
セ
ス
の
手
段

が
多
く
あ
り
ま
す
。

島
の
主
な
産
業
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
椿
産
業
と
漁
業
で
す
が
、
両
産
業
共
に

地
球
規
模
の
環
境
変
化
や
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
等
、
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
近
年

は
若
い
世
代
の
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
が
増
え

て
き
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
考
え

方
を
持
つ
人
た
ち
が
島
内
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
も
利
島
出
身
者
で
、
平
成
23
年

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
翌
24
年
か
ら
利
島
村
議

会
議
員
に
立
候
補
し
て
初
当
選
以
来
３
期

務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
期
目
途
中
の

昨
年
11
月
に
村
長
選
挙
に
立
候
補
し
初
当

選
。
令
和
３
年
12
月
よ
り
第
28
代
利
島
村

長
と
し
て
務
め
て
お
り
ま
す
。

11
年
前
利
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
当

時
、「
島
に
帰
っ
た
ら
、
何
か
し
ら
島
の

為
に
頑
張
ろ
う
」
と
の
強
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
ま

ま
模
索
の
日
々
で
し
た
が
、
あ
る
日
、
学

校
教
員
の
先
生
に
「
山
彦
会
を
手
伝
っ
て

く
れ
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
山
彦
会
」
と
は
、
私
の
子
ど
も
の
時

代
か
ら
あ
る
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
少

年
柔
道
・
剣
道
の
社
会
体
育
活
動
の
１
つ

で
す
。
私
も
こ
の
「
山
彦
会
」
を
き
っ
か

け
に
、
高
校
ま
で
剣
道
部
で
汗
を
か
い
て

お
り
ま
し
た
。
私
は
ほ
か
に
こ
れ
と
い
っ

た
特
技
も
な
い
こ
と
か
ら
軽
い
気
持
ち
で

「
山
彦
会
」
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
こ
の
活

動
が
原
点
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
武
道
を
通
じ
日
々
子
ど
も
た
ち
と
接

す
る
中
で
、
自
分
自
身
も
確
実
に
成
長
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
「
感

謝
」
の
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
、
今
の
活
動
や
考
え
方

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
稽
古
は
週
２
回

夕
方
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
役
場
職

員
の
協
力
も
あ
り
、
会
議
等
の
時
間
調
整

を
図
り
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。こ

こ
２
年
間
は
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
通
常
の
稽
古
や
他
島
と
の
交
流
試
合

の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
警
察
や
学
校
と
協
力
し
て
子
ど

も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
数
年
間
続
い
て
い
る

こ
の
情
勢
は
想
像
以
上
に
影
響
が
大
き

く
、
各
島
と
の
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
て
お
り
ま
す
。
各
島
と
の
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
を
目
指
し
、

な
お
か
つ
武
道
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
村

長
職
と
し
て
は
異
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
山
彦
会
」
の
活
動
に
関
わ
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

将
来
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
利
島
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
勿
論
あ
り
が
た
い
で

す
が
、
た
と
え
「
利
島
に
帰
る
」
と
い
う

選
択
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
利
島
に

対
し
て
少
し
で
も
何
か
し
ら
の
思
い
を
抱

い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の

為
に
も
、
私
自
身
が
利
島
で
育
っ
た
経
験

を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
身
近
に
接

す
る
こ
と
で
「
ふ
る
さ
と
」
へ
の
思
い
を

強
く
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
将
来
大
き
く
成
長
し
て
、

色
々
な
角
度
か
ら
こ
の
利
島
村
を
盛
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私
自
身
も
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

随  想

村
むら

山
やま

　将
まさ

人
と

東京都利
と

島
しま

村長　

自分にできる事を全力で
～今までにないタイプの村長像を目指して～
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